
【日 時】2018年12月6日（木）
昼の部 13:00～14：30 講演
関西大学 高槻ミューズキャンパス 西館 M910教室

高槻市白梅町7-1  阪急電車「高槻市」/JR「高槻」より徒歩10分

無料・申込必要：関西大学社会安全研究科 亀井克之 kamei@kansai-u.ac.jp

夕方の部 17:30-19:30

講演 と ディスカッション

耳原総合病院 みみはらホール
堺市堺区協和町4丁465
南海線「堺東駅」からバス10分南海バス9番のりば：塩穴通
下車 / 南海バス南循環（左回り）：協和町下車 /
JR阪和線「上野芝駅」からバス10分南海バス堺東行き
：塩穴通下車 / 阪堺線「東湊駅」から徒歩15分

無料・申込不要

Clive Parkinson
クライブ・パーキンソン マンチェスター・メトロポリタン⼤学

Director of Arts for Health at Manchester 
Metropolitan University

【講師】

Art for Health in the UK 
英国におけるホスピタル・アートの展開

安心な医療環境づくりの一つとしてホスピタル・アートが近年注目されています。

英国の第一人者マンチェスター・メトロポリタン大学アート・フォー・ヘルス部門長クライブ・
パーキンソンをお招きし医療機関とアートについてご講演いただきます。昼の部は高槻市
の関西大学高槻ミューズキャンパスで、PDM（英語による博士課程）設立を記念する3回目

のセミナーとして開催します。夕方の部は先端的なホスピタルアートの取り組みを展開する
堺市の耳原総合病院において関西大学と堺市の連携事業として行います。


